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一般社団法人　情報処理学会
コンピュータサイエンス領域委員長　殿
SACSIS2013組織委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所 工藤知宏
シンポジウム終了報告
　　下記のとおりシンポジウムを開催いたしましたのでご報告申し上げます。
記

１．シンポジウム名　　先進的計算基盤システムシンポジウム SACSIS 2013
　　　　　　　　　　　Symposium on Advanced Computing Systems and Infrastructures
２．日　程　　2013年5月22日（水）－24日（金）
３．会　場　　仙台国際センター（〒980-0856　仙台市青葉区青葉山無番地）
４．主催　：　情報処理学会・計算機アーキテクチャ研究会，
　（順不同）　同・システムソフトウェアとオペレーティングシステム研究会，
　　　　　　　同・ハイパフォーマンスコンピューティング研究会，
　　　　　　　同・プログラミング研究会
５．参加人員：176名（予定：240名）

６．収支　　　　　　　　　（単位：円）

収入

----------------------------------------
参加費　　　　　　　　　　  　\4,700,000
　内訳

　登録会員E (30000*87)  ¥2,610,000

　会　　員E (40000* 7)　　¥280,000

　学生会員E (10000*55)　　¥550,000

　非 会 員E (50000* 7)　　¥350,000

　登録会員L (40000* 9)　　¥360,000

　会　　員L (50000* 7)　　¥350,000

　学生会員L (20000* 1)　　 ¥20,000

　非 会 員L (60000* 3)　　¥180,000

-----

企業展示料　　　　　 (100000*9) ¥900,000
展示+手提げ袋スポンサ(120000*1) ¥120,000

カタログスポンサ　　 ( 50000*2) ¥100,000

----------------------------------------
合 計　　　　　　　　　　　　 \5,820,000
支出

-----------------------------------

会議費　　　　　 \2,220,315
懇親会費　　　　　 \900,000

印刷費　　　　　　 \189,000
謝　金　　　　　　 \126,240
賞　金　　　 　  　\140,000（※1）
委託費　　　　　　 \179,098
臨時雇賃金　　 　　\120,075
消耗品費　　　　　  \11,189
通信運搬費　　　　　\25,120
旅費交通費　　　　 \433,133
手数料支出　　　　　　 \525
-----------------------------------

小計　　　　　　 \4,344,695
事務諸費　　　　 　\559,400（※2）

消費税　　　　　　 \188,767
-----------------------------------

合 計　　　　　　\5,092,862
収支差額　　　　   \727,138

※1：賞金

　●最優秀論文賞 　　50,000円×1件
　　・タグの2 段階比較による発行キューの消費エネルギー削減

 　 　小林誠弥, 塩谷亮太, 安藤秀樹（名古屋大学）
　●優秀若手研究賞　 30,000円×3件
　　・10000 タスクに対応するタスク配置手法SFMOPT の提案と評価

 　 　浅野　悠（東京工業大学）
　　・一致経路長の短縮によるRenamed Trace Cache のエネルギー効率向上

 　　 塩谷亮太（名古屋大学） 

　　・MapReduce を用いたグラフアプリケーションにおける重複メッセージの排除による高速化

 　　 黒松信行（大阪大学）
※2：事務諸費　　合計　559,400円
　　0項：98,000円
　　2項：500円×56件 ＝28,000円

　　3項：1,300円*（176名+12企業）＝244,400円

　　4項：187,500円

　　委嘱状送付：500円*3＝1,500円　
７．所見
  SACSIS開催の11回目にあたるSACSIS2013は、昨年のSACSIS2012同様、最大2パラレルセッションの構成とし、2013年5月22日(水)から24日(金)までの3日間、東北大青葉山キャンパス近くの仙台国際センターで開催した。

論文とポスターの応募件数、採録件数については、この5年間で次の推移をたどっている。

          論文投稿  採録     ポスター    参加者

   　　2009         68    38           42      237

   　　2010         50    34           23      230

   　　2011         74    40           35      293
       2012         55    36           41      245
       2013         36    24           29      176
論文投稿数が少なかったのは、SACSISへ採録された論文をそのまま国際会議へ投稿することは二重投稿にあたる場合があることが周知された結果との意見があった。今回より萌芽的論文カテゴリを創設し、また、トラック分けをこれまでと比べて単純化して、アプリ・アルゴリズム、プログラミング/システムソフトウェア、システムアーキテクチャの3つとし、投稿の促進を図った。トラック別投稿数では、アプリ・アルゴリズムが全体の約10％と少なかった。その理由を探るべく、この分野を担当するPC委員へのアンケートを行った。その結果、発表する適当な成果がなかったとの理由が半数以上を占めたが、成果があっても投稿しなかった理由としては、他の国際／国内会議への投稿を優先するためとの回答が多かった。
  基調講演は、国立情報学研究所 所長の喜連川優氏による「ビッグデータが作り出す新たな世界」、招待講演は、米国アルゴンヌ国立研究所（Argonne National Laboratory）のPete Beckman氏による「The New Supercomputer Revolution」をそれぞれご講演頂いた。チュートリアルとして、株式会社Preferred Infrastructureの岡野原大輔氏により「機械学習の理論と実践」について、京都大学の石原亨 准教授により「コンピュータシステムのためのエナジーハーベスティング技術」についてお話しいただき、好評であった。また、12の企業・団体による企業団体展示を実施した。
　昨年同様、論文集については、学会の電子化の方向性に従い、従来の冊子体の論文集を廃し、情報処理学会電子図書館(情報学広場)によるオンライン論文集に移行した。また、優秀論文賞、ポスター賞などを企画し、SACSISへの論文投稿の動機付けとした。
参加者は、昨年の72％となった。これは論文採録数が昨年比67％となったためと考えられる。決算については、参加費収入が前年比80％となったものの、会議費の節約(前年比59％)、懇親会費の節約（前年比45%）などにより、繰越金を使用せずに開催することが出来た。
　地方での開催であったが、参加者による活発な意見交換が行われ、成功裏に終了することが出来た。
以　上
